
わたしたちは、名古屋市老人クラブ連合会の活動を応援しています

★２ブロック（中区・中村区・西区・北区）

平成 31 年（2019 年）1 月 10 日発行 （ 12 ）第 54 号

★
解
答
と
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
所
属
ク
ラ
ブ
名
を
明

　

記
の
う
え
、
市
老
連
事
務
局
（
11
ペ
ー
ジ
の
投
稿
に
つ
い

　

て
の
お
知
ら
せ
欄
に
宛
先
記
載
）
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

正
解
者
の
う
ち
か
ら
抽
選
で
図
書
カ
ー
ド
を
10
名
の
方

　

に
、
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
美
術
館
・
名
古
屋
市
美
術
館
で
開

　

催
さ
れ
る
美
術
展
の
チ
ケ
ッ
ト
を
各
５
組
10
名
の
方
に
贈

　

呈
し
ま
す
。

★
締
切
は
2
月
13
日
（
当
日
消
印
有
効
）
で
す
。

★
前
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
に
は
２
５
１
通
の
ハ
ガ
キ
が

　

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
正
解
は「
ラ
ジ
オ
タ
イ
ソ
ウ
」で
し
た
。

　
「
な
ご
や
か
ひ
ろ
ば
」の
発
行

に
あ
た
り
格
別
の
ご
支
援
ご
協

力
を
頂
き
、お
陰
様
で
第
54
号

が
無
事
発
行
で
き
ま
し
た
こ
と

を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
紙
は
高
齢
社
会
の
心
の
糧

と
な
る
情
報
紙
を
め
ざ
し
て
お

り
ま
す
。今
後
と
も
内
容
充
実

に
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

ま
す
ま
す
の
ご
後
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
公
社
）名
古
屋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

広
告
掲
載
の
ご
協
賛
御
礼

■
編
集
委
員

　

こ
の
号
の
編
集
は
私
た
ち
が

担
当
し
ま
し
た
。

水
谷　
　

弘（
市
老
連
常
任
理
事
）

長
尾　

滋
男（
市
老
連
理
事
）

上
村　

成
良（
千
種
区
）

前
野　
　

実（
東　

区
）

桑
原　

久
男（
北　

区
）

磯
村　

釼
治（
西　

区
）

　

な
ご
や
か
ひ
ろ
ば
発

行
に
あ
た
り
、
広
報
委

員
会
担
当
理
事
２
名
、

各
区
よ
り
１
名
、
計
18

名
に
て
編
集
の
打
ち
合

わ
せ
を
し
て
、
ク
ラ
ブ

員
皆
様
に
よ
り
良
い
紙
面
を
お

届
け
す
べ
く
、
意
見
を
出
し
合

い
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　

読
者
の
為
の
投
稿
ペ
ー
ジ
ま

た
テ
ー
マ
投
稿
等
楽
し
く
色
々

参
考
に
な
る
意
見
も
多
く
喜
ん

で
い
ま
す
。
今
後
も
よ
り
良
き

紙
面
に
す
る
為
、
皆
様
の
意
見

を
お
待
ち
し
ま
す
。
事
務
局
ま

で
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。（
Ｉ
）

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
最
新
情
報

を
チ
ェ
ッ
ク
！　

ぜ
ひ
ア
ク
セ

ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（http://w
w

w
.

nagoyarouren.com

）

編  集  後  記

　凧は、平安時代の初めごろに中国から伝来した
とされ、中国では「紙鳶」や「紙老鴟」などと表
記されていた。バランスをとるための長い足をつ
けていたことから、京の都では「いかのぼり」と
呼ばれていたが、江戸では現在のように「たこ」
と名づけていた。
　凧が正月の遊びとなったのは江戸時代後期のこ
と。「立春の季に空に向くは養生の一つ」という
昔の言葉から、まじない的要素を兼ね備えた新年
の遊びとして、全国で親しまるようになった。

た
こ
た
こ
あ
が
れ　

風
よ
く
う
け
て

雲
ま
で
あ
が
れ　

天
ま
で
あ
が
れ

絵
凧
に
字
凧　

ど
ち
ら
も
負
け
ず

雲
ま
で
あ
が
れ　

天
ま
で
あ
が
れ

あ
れ
あ
れ
さ
が
る　

引
け
引
け
糸
を

あ
れ
あ
れ
あ
が
る　

離
す
な
糸
を

凧
の
歌
作
曲
・
文
部
省
唱
歌

作
詞
・
文
部
省
唱
歌

ヨコのカギタテのカギ

お
楽
し
み
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

■会　　期　　2019 年 2 月 21日㈭～ 4 月14日㈰
■開館時間　　平日 10：00～17：30　土日祝10：00～17：00
　　　　　　　（入場は閉館の30分前まで）
■休 館 日　　月曜日（月曜日が祝日の場合は翌平日）
　　　　　　　展示替期間（2月18日㈪～ 2 月20日㈬）
■入 館 料　　 一般 1,000 円（10 名様以上 800 円）
　　　　　　　小中高生 500 円、小学生未満無料　
■そ の 他　　☎ 052-937-3737
　　　　　　　Web：http://www.mazak-art.com

点
線
を
切
り
取
り
、
美
術
館
受
付
に
て

ご
提
示
く
だ
さ
い
。（
4
月
14
日
ま
で
有
効
）

※
本
券
ご
持
参
の
方
を
含
む
5
名
ま
で
有
効

※
コ
ピ
ー
不
可
／
そ
の
他
の
割
引
と
の
併
用
不
可

入館料
100円引き

ウジェーヌ・ミッシェル
《草花文香水瓶》1900 年頃

ピエール＝オーギュスト・ルノワール
《シュザンヌ・アダン嬢の肖像》
1887年 パステル / 紙 61.0×49.2㎝
吉野石膏コレクション

　ロココからエコール・ド・パリまでの絵画や、エミール・ガ
レに代表されるアール・ヌーヴォーのガラス工芸、家具など、
フランス美術 300 年が一望できる作品が一堂に会します。
約 160点の主要なコレクションをご鑑賞いただけます。

　吉野石膏コレクションの中から、ミレー、モネ、ルノワール、
ゴッホ、ピカソ、シャガール等珠玉の名画が名古屋市美術
館にやってきます。
■会　　期　　2019 年 4 月 9日㈫ ～ 5 月 26日 ㈰
■開館時間　　9：30～17：00   祝日を除く金曜日は20：00まで
　　　　　　　（入場は閉館の 30 分前まで）
■休 館 日　　月曜日（4 月29日、5 月 6日は開館）、
　　　　　　　5 月 7 日㈫　　　　　　　
■観 覧 料　　一般 1,300 円、高大生 900 円、
　　　　　　　中学生以下無料
■そ の 他　　☎ 052-212-0001

お
問
い
合
わ
せ
：
名
古
屋
市
美
術
館

点
線
を
切
り
取
り
、
券
売
所
に
て

ご
提
示
く
だ
さ
い
。（
5
月
26
日
ま
で
有
効
）

※
本
券
ご
持
参
の
方
を
含
む
5
名
ま
で
有
効

※
コ
ピ
ー
不
可
／
そ
の
他
の
割
引
と
の
併
用
不
可

観覧料
100円引き

◎問題　タテとヨコのカギを
解いて、ABCDEFG に入る
ことばを見つけてください。

谷崎潤一郎の代表作。4 姉妹が登場
する大阪を舞台にした作品
アサリ、サザエ、シジミなど硬い殻
を持つ海の生物
ひどくお酒に酔った人
変装して＿＿＿パーティー、＿＿＿
行列
ウイルス性の病気のひとつ。妊婦は
特に注意が必要
鉛筆、消しゴムなど全般。事務や勉
強には欠かせません
大人気の商品は、いつもこの状態です
英語でいうとタイム
お酒の原料にも使われます。＿＿＿
オレンジなど有名です

1

2

4
5

7

10

12
14
15

傾斜のついた道。＿＿道
ミカンに似ていて、より大きめの果実
金銭やカードを入れて持ち歩く入れ物
石・岩が多い波打ちぎわの海岸のこと
学校のクラブ活動は、文化部と＿＿＿＿＿
があります
会社設立のため、銀行から＿＿＿を受けた
中国の架空の生き物に例えた、将来を期
待される少年を表す言葉
部屋の模様替えのために＿＿を動かそう
見張られている状態のこと
色を塗るための画材具のひとつ。幼稚園
などでよく使います
ヒノキ、シラカバ同様に花粉症の原因に
もなる樹木です

１
3
6
8
9
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15
16
17

18

6 7 8

2 31

D

54

B

11 12

109

17 18

13 14 15

A

E

F

G

16

C

お
問
い
合
わ
せ
：
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
美
術
館


